
石
炭
に
代
わ
る
産
業
育
成
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
０
０
６
年
（
平
成

18
）
に
３
５
３
億
円
の
赤
字
を
抱
え
て
財
政

破
綻
。
超
緊
縮
財
政
下
で
住
民
負
担
は
限
界

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
半
面
、
６
校
と
３
校

あ
っ
た
小
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
１
校
に
な
る

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
切

り
詰
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

「
結
果
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
市
外
流
出

が
相
次
ぎ
、
最
盛
期
に
12
万
人
を
数
え
た
人

口
は
９
０
０
０
人
を
割
り
込
む
と
こ
ろ
ま
で

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑か

ん
が

み
、
地

域
再
生
計
画
で
は『
課
題
か
ら
価
値
を
創
造
』

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
新
た
な
〝
ま
ち
づ

く
り
〞
の
か
た
ち
を
模
索
し
ま
し
た
」

　

具
体
的
に
は
市
の
中
心
、
南
北
を
貫
く
主

要
幹
線
沿
い
の
清し

水み
ず

沢さ
わ

地
区
に
、
児
童
館
、

図
書
館
、
体
育
館
な
ど
の
機
能
を
も
っ
た
複

合
型
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
４

年
間
で
64
戸
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
創
出
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
。
広
い
地
域
に

分
散
し
て
い
た
施
設
を
集
約
す
る
こ
と
で
人

口
が
減
少
し
て
も
持
続
可
能
な
都
市
拠
点
を

形
成
し
、
児
童
を
含
め
た
市
民
の
〝
居
場

所
〞
を
確
保
す
る
。
同
時
に
、
豊
富
な
埋
蔵

量
が
見
込
ま
れ
る
炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
の
活
用

に
向
け
た
試
掘
調
査
を
実
施
。
早
け
れ
ば

２
０
１
７
年
度
か
ら
テ
ス
ト
生
産
に
入
り
、

将
来
は
発
電
燃
料
（
売
電
）
や
特
産
の
夕
張

メ
ロ
ン
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
に
活
用
し

て
い
く
方
針
だ
。

「
そ
の
意
味
で
、
ふ
た
つ
の
事
業
は
コ
イ
ン

の
裏
表
の
関
係
に
あ
り
、
節
約
型
の
ま
ち
づ

く
り
と
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
輪
が
そ

ろ
っ
て
、
新
た
な
夕
張
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
生

み
出
す
原
動
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
」

　

人
口
減
と
廃
鉱
と
い
う
、い
ず
れ
も
〝
負
〞

の
要
素
を
逆
手
に
と
っ
た
、
ま
さ
に
「
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
を
地
で
行
く
挑
戦
だ
。

「
総
事
業
費
12
億
円
あ
ま
り
の
う
ち
、
ニ
ト

リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ん
が
４
年
で
約
５

億
円
を
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

関
心
も
今
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
ま
す
」

　

札
幌
に
本
社
を
置
く
イ
ン
テ
リ
ア
小
売
り

大
手
の
同
社
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
桜
の
植
樹

に
よ
る
観
光
促
進
事
業
や
バ
ス
の
寄
付
な
ど

を
通
じ
、
夕
張
市
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
今
回

の
寄
付
で
、
積
極
的
な
情
報
公
開
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
を

繰
り
返
し
、
業
務
を
改
善
す
る
手
法
）
に
よ

る
検
証
も
活
発
化
し
、
市
民
の
参
加
意
識
が

高
ま
る
な
ど
の
変
化
も
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
当
初
は

ハ
コ
物
と
の
批
判
的
な
声
も
あ
っ
た
も
の
の
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
加
わ
っ
て
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
で
使
い
方
の
検
討
を
議
論
す
る
う
ち
、

長
期
的
な
必
要
性
を
積
極
的
に
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

そ
の
点
、計
画
に
記
載
さ
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
業

績
評
価
指
標
）
以
上
に
、
今
回
の
事
業
が
中

長
期
的
な
町
の
再
生
に
与
え
る
希
望
は
小
さ

く
な
い
。
北
の
廃
鉱
町
で
今
、
止
ま
っ
て
い

た
時
計
が
再
び
確
か
な
時
を
刻
み
始
め
て
い

る
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
正
式
な
名

称
を
「
地
方
創
生
応
援
税
制
」
と
い
い
、
自

治
体
の
事
業
に
企
業
が
寄
付
を
す
る
こ
と
で
、

寄
付
額
の
30
％
が
法
人
税
や
法
人
住
民
税
、

法
人
事
業
税
な
ど
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る
制

度
だ
。
全
額
を
損
金
に
す
れ
ば
約
30
％
が
戻

る
た
め
、
合
計
で
約
60
％
の
税
金
が
軽
減
さ

れ
る
。
今
年
度
、
新
た
に
開
設
さ
れ
た
こ
の

制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
体
側
が

策
定
し
た
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
寄

付
を
受
け
た
い
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
再

生
計
画
を
内
閣
府
に
申
請
し
、
認
定
を
受
け

る
。
申
請
に
は
１
社
以
上
の
寄
付
の
内
諾
が

必
要
で
、
企
業
側
は
自
治
体
の
事
業
ご
と
に

寄
付
を
し
、
同
自
治
体
に
複
数
回
の
寄
付
も

可
能
だ
。

「
夕
張
市
が
申
請
し
た
の
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
推
進
と
、
地
下
の
石
炭
層
に
眠
る

Ｃ
Ｂ
М（
コ
ー
ル
・
ベ
ッ
ド
・
メ
タ
ン
）と
呼

ば
れ
る
炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
利
用
の
た
め
の
試

掘
調
査
で
す
。
ふ
た
つ
と
も
計
画
自
体
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
、
資
金
調
達
が
困
難

で
し
た
が
、
今
回
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
で

進
め
ら
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
」

　

同
市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室
の
佐さ

近こ
ん

航わ
た
るさ
ん

は
、
市
の
現
状
を
踏
ま
え
て
こ
う
語
る
。
か

つ
て
一
大
炭
鉱
町
と
し
て
栄
え
た
夕
張
市
は
、

まちのコンパクト化と
地域資源活用の足がかりのために
企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）の第一弾事業に全国81市町村、
合計１０２事業が選ばれた。地元企業の寄付をきっかけに、
再生へと踏み出す北海道夕張市の今を紹介する。
取材・文●入澤 誠　写真提供●夕張市

北海道夕張市

企業版ふるさと納税

企業版ふるさと納税
第１段に認定された主な事業
 （　）は寄付予定企業

北海道東川町（モンベル）
冬季観光誘客による
地方創成推進プロジェクト

栃木県茂木町（トマル）
地域資源活用自立経済基盤創造戦略

京都府舞鶴市（ビルバンク）
引き揚げの史実継承プロジェクト

和歌山県有田市（西本商店、観潮）
文化の継承とこ国史跡及び歴史建造物
再生と活用プロジェクト

鳥取県江府町（サントリープロダクツ）
遊休農地を活かした 6次産業化推進事業

長崎県（チューリッヒ保険）
地域の将来を担い支える
若者の人材育成支援プロジェクト

拠点施設が整備されるのは、コン
パクトシティの中心となる南清水
沢。将来の都市拠点となる。

夕張市まちづくり企画室

佐近航さん

地
域
を
再
生
す
る
た
め
に

新
た
な
視
点
を
模
索

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

10
年
先
の
町
の
姿
を
考
え
る

ふ る さ と 納 税 と
地 域 創 生

制度活用の流れ

1 地方公共団体が
地方版総合戦略を
策定

地域創生を
推進する上で
効果の高い事業

2 地方公共団体が
地域再生計画を
作成

3 計画の認定

5 税額控除
4 寄付

企業

内閣府
企業が所在する

自治体
 （法人住民税・
法人事業税）

国
（法人税）

●●市総合戦略
●●事業
▲▲事業
■■事業

※本図は内閣府地方創生推進事務局の資料を元に作成。
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